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o.・県加工農協が建設するや一万 ジュー ス工

士長いがいよいよ落l丸

ことになりました。

上旬から操業ーを開始する

この大型ジュ ス工場は，みかんの全国的な

ス
工

生産過剰による暴落対策の一環として消費の拡

大をし，価格の安定をはかろうということで建
期

待
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 すると，従業員80人で，� 1日に原料みかん� 100

業

え

て
開
始

らを使って10'，の濃縮果汁が生産されることに

なります。� 

場 設されたものです。

上 Oーさる� 3月22日に着工し� 8カ月ぶりに完成

初 したこのジュース工場は総事業費が13億� 6千� 8

百万円，建築面積が� 8，133平方旬。操業を開始

操
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町
議
会
九
月
定
例
会
は
九
月
二
十

日
に
開
会
し
、
昭
和
四
十
九
年
度

一

般
会
計
に

般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
十

一
議
案
、

議
員
提
出
議
案
三
件
を
原
案
ど
お
り

四
、
七 
0
0
万
円
を
追
加

可
決
す
る
と
と
も
に
、
受
理
さ
れ
た

璃
願

一
件
お
よ
び
陳
情
八
件
に
つ
い

副
議
長
に
山
路
氏
を
選
任

て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会

に
付
託
の
う
え
、
処
理
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
副
議
長
と
し
て
本
町
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
山
本
圭
一
副
議

長
が
そ
の
職
を
辞
任
さ
れ
ま
じ
た
の
で
、
後
任
副
議
長
と
し
て
、
山
路
保

義
議
貝
を
全
員
一
致
で
選
任
し
、
九
月
二
十
七
日
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算八

回
、
九 

万
円
に

O
O

昭
和
四
十
九
年
度

一
般
会
計
予
算

は
四
、
六
八
九
万
円
を
追
加
し
、
総

額
八
四
、
九 

万
三
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

O
O

お
も
な
使
途
は
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
六
五 
O
万
円
、
土
地
開
発
基

金

一
、
三
三

O
万
円
、
町
単
道
路
改

良
舗
装
費

一
、

0
0
0万
円
、
災
害

復
旧
費
五
五
七
万
円
で
あ
り
ま
す
。 

φ
・

病
院
事
業
特
別
会
計
予
算
に

O

二
、
三
ニ 

万
円
を
追
加

公
立
病
院
特
例
償
が
二
、
三
ニ 
O

万
円
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
内
定
し
ま

し
た

の
で
、
こ
れ
に
と
も
な

っ
て
補

正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
起
債
は
、
不
採
算
病
院
の
不

良
償
務
棚
上
げ
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
縁
故
償
で
承
認
を
受
け
、
昭
和

五
十
年
か
ら
七
年
間
に

一
般
会
計
か

ら
元
利
償
還
金
を
繰
出
し
て
償
還
す

る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
昭
和
四
十
八
年

度
末
の
累
鰍
赤
字
二
、
七

一一

万
円

を
解
消
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

争・教
育
委
員
に
大
上
昭
氏
を

大
西
文
夫
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

る
後
任
者
と
し
て
、
大
上
昭
さ
ん
(中

角 
)
を
教
育
委
員
に
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

。:・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

こ
の
委
員
会
の
設
置
は
地
方
税
法

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
業
務
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
か
ら
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
事
項 

(土
地
登
記
簿
ま
た

は
建
物
登
記
簿
に
受
記
さ
れ
た
事
項

を
除
く
。
)
に
つ
い
て
不
服
が
あ
り
、

一
定
期
間
内
に
固
定
資
産
評
側
審
査

委
員
会
に
審
査
の
申
出
が
あ

っ
た
場

合
に
、
「
直
ち
に
そ
の
必
要
と
認
め
る

調
査
、
口
頭
審
理
、
そ
の
他
事
実
審

査
を
行
な
い
、
決
定
す
る
」。
回
定
資

産
評
価
の
不
服
審
査
決
定
機
関
で
す
。

選
任
に
同
意
し
た
委
貝
は
、

つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

マ
坪
井
芳
夫
さ
ん 
(中
山 
)
マ
平
尾

三
善
さ
ん 
(
坂
本 
)
マ
花
房
俄
八
さ
ん 

(生
名 
)

改
築
に
着
工
し
た
横
瀬
小
学
校

多
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
横
瀬
小
学

校
改
築
を
二

カ
年
計
画
で
改
築
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三 六事積
昭、九業 二
和五六貸 鉄筋 3階の建設ヘ
五 O平七
十 O 方昭  O
年万  Lf和九
度同で四平

一横瀬小学校の改築に着工ー
はで、十方
、す総:九  Lf階ン構りは でめ的県さ例事

一。 事年  Y建ク造で つ 事すぎな下れ識はこ
業度 、リ す ぎ 業 。 し小 ー た会六の  

O 費は 総鉄 。の の 主主学のもで月 改
は、 延ト筋 と 概 設校近の識の 築
一て 面 三 コ お要 中を代で決定工
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お
も
な
内
容
に
つ
い
て
は
つ


ぎ
の
と
お
り
で
す
。


V

ザコ

機
員
提
出
様
案
も
=
一
件
可
決 

マ

「中
角
水
門
設
備
の
改
良
等
の

予
算
の
増
額
に
つ
い
て
」
は
、
不
採

択
|
理
由
願
意
は
妥
当
と
認
め
る

が
、
権
限
外
の
事
項
が
あ
り
、
本
町

で
処
理
で
き
な
い
。

マ

「
勝
浦
中
央
商
后
街
お
よ
び
西

願

岡
商
底
街
の
水
銀
灯
料
補
助
に

つ
い

マ

「
中
角
谷
川
お
よ
び
権
現
測
と

て
」
は
、
不
採
択
|
瑳
由
本
施
設

西
岡
谷
の
改
修
に
つ
い
て
」
は
、
閉

に
つ
い
て
は
、
防
犯
灯
と
は
認
め
が

会
中
の
継
続
審
査

た
い
点
が
あ
る
。 

マ

「
大
型
ジ
ュ
ー
ス
工
場
建
設
に


陳
情

か
か
る
通
学
路
使
用
に
つ
い
て
」
は
、


マ

「
教
職
員
に
よ
る
宿
日
直
廃
止
採
択


に
関
す
る
要
望
書
」
は
、
閉
会
中
の

マ

「
婆
経
尾
崎
越
林
道
地
元
負
担


継
続
審
査

金
軽
減
に
つ
い
て
」
「
生
名
谷
川
等
の


マ

「勝
浦
町
営
住
宅 
(中
山
)の
払

河

川

改

修

に

つ
い
て
」
「
勝
浦
町

の
発


下
げ
に

つ
い
て
」
は
、
不
採
択
|
|
注
す
る
土
木
工
事
に
つ
い
て
」
の
三


理
由
焔
設
が
比
較
的
新
し
い

の

で

件

は

、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま


し

ば

ら

く

払

下

げ

は

不

可

し

た

。


に
外
交
陳
情
等
に
つ
い
て 

財
産


一
般
質
問

処
分
に
つ
い
て 

公
文
書
に
つ
い
て
 

こ
の
議
会
で
、
八
議
員
が

つ
ぎ


つ
ぎ
と

一
般
質
問
を
行
な
い
ま
し


小
関
武
夫
総
員

産
業
振
興
と
み
か
ん
暴
落
対
策

町
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て


に
つ
い
て 

県
道
改
良
箇
所
の
そ
の

西
浜
勝
己
議
員
 

後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 
V
畑
総
改

町
営
住
宅
問
題
に
つ
い
て 

畑


良
区
理
事
長
の
考
え
に
つ
い
て

総
事
業
の
問
題
点
に
つ
い
て 

青
少


大
井
儀
機
員 

年
の
犯
罪
防
止
に
つ
い
て 

病
院
問


勝
浦
川
総
合
開
発
と
町
内
の
問

題
占
…
に
つ
い
て

坂
口
貞
雄
職
員

V V V V

佐
藤
寿
治
機
員 

み
か
ん
対
策
に
つ
い
て 

町
立

県
道
南
岸
線
に
つ
い
て 

病
院
の
運
営
に
つ
い
て

f¥ 

V

V

V V V


V

V V


災
害
復
旧
に
つ
い
て

滝
口
良
一 

員

観
光
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て


交
通
安
全
施
設
の
設
置
に
つ
い
て


建
築
確
認
区
域
の
指
定
に
つ
い
て


平

忠

織

員


V

mm

平
方
幻
で
、
総
事
業
費
は
八
、 

0
0 

0
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

完
成

昭
和
五
十
年
十
月
ご
ろ
ま
で

に
完
成
の
予
定
で
す
。

横
瀬
小
学
校
の
完
成
予
想
図

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

こ
の
法
律
は
十
カ
年
の
時
限
立
法
で

あ
り
、
す
で
に
前
半
の
五
か
年
は
経

繭
願
お
よ
び
陳
情
の
処
理
状
況
に

過
し
て
お
り
ま
す
。
残
さ
れ
た
期
間

内
に
完
全
解
決
を
期
す
る
こ
と
は
き

わ
め
て
至
難
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、

こ
の
対
策
に
つ
い
て
五
項
目
に
わ
た

り
政
府
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も

の

で
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。 

車
両
の
速
度
制
限
廃
止
に
関
す
る
意

見
書徳

島
市
飯
谷
町
上
沖
野
か
ら
吉
崎

建
設
採
石
場
ま
で
の
速
度
制
限
時
速

凹
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
解
除
さ
れ
た

い
、
と
の
主
旨
の
も
の
で
す
。

品同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
関
す
る
意

見
書同

和
問
題
の
解
決
は
、
基
本
的
に

は
国
の
責
務
で
あ
る
と
同
時
に
国
民

的
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
に
た
ち
、

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
制
定
以

来
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
鋭
意

懸
命
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
ま
す
が
、

副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

私

儀


き
る
九
月
談
会
定
例
会
に
お
い
て


め鳥
獣
保
護
区
の
設
定
反
対
に
関
す
る

意
見
書

鶴
林
寺
周
辺
四
十 

の
山
林
が
昭

和
四
十
九
年
十

一
月

一
日
か
ら
十
年

間
鳥
獣
保
後
区
に
指
定
さ
れ
る
に

つ

M

A
w
e 

-

い
て
、
過
去
の
実
縦
か
ら
判
断
し
て
、

こ
の
期
間
に
お
け
る
鳥
獣
の
繁
殖
に

よ
り
、
本
町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
み

か
ん
来
実
と
樹
木
に
甚
大
な
被
害
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
設
定
に
反
対
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

浅
学
非
オ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本

町
自
治
発
展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
努

力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
い
っ
そ
う
ご
指
導
、

ご
べ
ん
た
つ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
町
議
会
副
議
長

題
に
つ
い
て

山
路

保

義

V
本
町 

.--..、
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医
療
費

引
上
げ

国
保
財
政
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
グ

の
節
約
に
ご
協
力
を


療
費
』


医療費7)\~IJ'¥らむと
被1軍� F費者のふ� ζこラ方'"痛む� 

iIJIam 

生
比
奈
保
育
所

改
築
工
事
着
工

生
比
奈
保
育
所
の
改
築
工
事
が
は

い
し
)
会
事 

念品
 

'し
れ
~
。

昭
和
二
十
九
年
九
月
二
日
生
比
奈

保
育
園
と
し
て
認
可
を
受
け
そ
以
来

二
十
年
問
、
本
町
児
童
福
祉
の
殿
堂

と
し
て
幾
百
人
の
児
童
を
保
育
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
老
朽
が
は
な
は

だ
し
い
た
め
、
現
在
の
地
に
全
建
築
，

物
を
改
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
保
育
児
七
十
名
は
生
比
奈


小
学
校
の

二
教
室
を
借
り
受
け
て
保


育
を
続
け
ま
す
。


い
ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま


す
が
、
新
築
な
る
ま
で
の
問
ご
協
力


を
お
願
い
し
ま
す
。


写
真
/
改
築
に
着
工
し
た

生
比
奈
保
育
所

医
療
費
が
十
月
一
日
か
ら
一
六
釘
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
二
月
に
一
七
・
五
行
の
引
上
げ
が
あ
っ
た
ば
か
り

で
す
か
ら
、
年
初
か
ら
通
算
す
る
と
三
三

・
五
行
と
い
う
大
幅
な
引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
引
上
げ
の

理
由
は
「

一
般
物
価
の
値
上
が
り
に
と
も
な
う
医
療
機
関
の
経
営
危
機
打
開
の
た
め
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て

お
り
ま
す
が
、
す
で
に
か
な
り
の
深
刻
な
状
態
に
あ
る
国
民
健
康
保
険
の
防
政
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
き
な
打

撃
で
あ
り
ま
す
。
医
療
費
は
も
と
も
と
放
っ
て
お
い
て
も
毎
年
ふ
、
え
る
傾
向
に
あ
り
、
と
く
に
最
近
は
、
お
と

し
よ
り
の
医
療
費
無
料
化
に
と
も
な
っ
て
、
こ
の
増
加
の
傾
向
は
一
段
と
ス
ピ
ー
ド
を
早
め
、
国
保
の
財
政
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
今
回
の
大
幅
な
引
上
げ
で
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、

み
な
き
ん
に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
税
の
引
上
げ
も
考
え
ぢ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、
国
保
の
財
政

は
ま
さ
に
危
機
的
状
況
で
あ
り
ま
す
。
国
保
財
政
を
破
局
か
ら
救
う
た
め
、
何
と
ぞ
医
療
費
節
約
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

程
度
引
上
げ
ら
れ
ら
し
た
。

一
往
診
料
が
4
倍
に
、
再

一
一
彰
料
は 

2
倍
に
引
上
げ

こ
の
た
び
(
十
月
一
日
か
ら
)
の

医
療
費
引
上
げ
の
主
な
点
を
一
例
し

処
方
せ
ん
は

一 

同
が
五

0
0

一 

前
後
ふ
え
て
い
ま
す
。

い
わ

て
あ
げ
て
み
ま
す
。 

O
O

*
往
診
料

往
診
料
は
今
ま
で
の
約

の
値
上
げ
、
臨
床
検
査
料
や
手
術

四
倍
の
引
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
二 

ま
で
今
ま
で
の
三
七 

円
が
一
、

五 

円
に
、
二 

増
す
ご
と
に
一

三 

六 

円
が
七 

円
に
な
り
ま
し
た
。 

*
再
診
料

再
診
料
は
乙
表
(
主
に

開
業
し
て
い
る
お
医
者
さ
ん
や
私
立

o
r

病
院
な
ど
で
採
用
し
て
い
る
料
金
表
)

の
場
合
は
今
ま
で
の
一
五 

円
(
今

年
二
月
ま
で
は
五 

円
)
が
三

0
0 

円
と
倍
に
な
り
ま
し
た
。
内
科
の
場

合
は
こ
れ
に
加
算
が
つ
い
て
今
ま
で

の
二
八 

円
が
四
三 

円
に
な
り
ま

し
た
。

O

O

一
大
幅
な
膨
張

一
今
後
ど
う
な
る
?

牢
処
方
せ
ん
料
、
検
査
料
、
手
術
料

医
療
資
は
放
っ
て
お
い
て
も
毎
年

円
に
、
検
査
料
や
手
術
料
は
約
四 
O 

Y
栴
も
同
様
、
入
院
の
場
合
の
室
料
お

ゆ
る
自
然
増
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

今
年
は
通
算
で
一二三

・
五
行
の
引
上

げ
で
、
医
療
費
の
大
幅
な
膨
張
は
さ

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
っ
た
い
、
こ
ん
な
に
医
療
費
が

ふ
え
て
い
く
と
将
来
は
ど
う
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

国
保
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
場

合
、
医
療
費
の
三
割
は
患
者
が
負
担

し
、
(
窓
口
で
支
払
い
)
約
四
・
五
割

は
政
府
が
負
担
し
ま
す
。
残
り
の
二 

よ
び
給
食
料
が
二
七
折
、
看
護
料
が

*
歯
科
の
場
合

歯
科
の
場
合
の
処

置
料
が
ニ 

o
r、
手
術
料
が
四 

o
r、

五
割
は
被
保
険
者
に
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
医
療
費
が
ふ
え

る
と
ま
か
な
い
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。

そ
う
な
っ
た
場
合
は
保
険
税
を
引
上

総
入
れ
歯
の
場
合
は
四
四
行
の
引
上

げ
に
な
り
ま
し
た
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
医療費の節約にご協力を



(5) 第53号	 カ込

一
年
会
主
催
の
第

7
因
。
勝
浦
然
。

H
w 持おの雨 と と く誘グ矢聞[よ恒

フ ら	 昭和49年11月1日

※フミ※ ~ IJ日 おロ岐 に

ずコ

を
つ
ぎ
に
よ
っ
開
催
し
ま
す
か
ら
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

〔
と
き
〕
日
月 
3
日

午
後
6
時
1
9
時

〔
と
こ
ろ
〕
勝
浦
中
時
十
校
体
育
館

〔
催
し
〕

芸
能 

(
お
ど
り
、
の
ど

自
慢
大
会
な
ど
)

※

「
は
き
も
の
」
の
整
理
の
た
め
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

参千場天 こ だい号町!内リ�  wリ
〈数イ干の ろ き さ介ム民各闘の
だでは場いわをが�  fffifit 

. さす�  ]りイヤ勝� 11 。せ考気問し町
勺が�  fl l;t浦 月 のえ帝王体ま�  1-<:

， 'こ� 4 中午�  3 うてに売す 休
む位、学前�  iJ えお参 中� s fT
し� Wj こ校�  9 、'J !JU心 祭
ろし・グ�  H寺 多までと

壬� 1ラか 数すき�  L を
をす日ン I~_， ごめるた つ
ご ，� 11~ i" 参でブ電車�  y 

日

月 

3

日

勝
中
グ
ラ
ン
ド

日

月 

3

日

勝

中

体

育

館

す の
と

よ
ろ

ヘ
ま
わ

っ
て
く
る
わ
け
で

そ
勾
つ
け
は
い
つ 

被
保
休
明
者
自
身

L

と
保
険
税
の
引 

げ
と
い

う
こ
と
で
、

L

ま
寸

。

つ
ま
り
.
医
療
費
が
ふ
え
る

{寸で
す っ
。 て

い
た
と
き
た
い
と
い
う
こ
と

た
と
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
の
注
意
で

時
間
外
往
診
を
さ
け
る
だ
け
で
も
、

げ 

て
ま
か
る
う
建
一
削
に
主
っ
て
い

L
、言舎	 は� 

; ま器往で{主�  往や
.せな診き診�  診む
tんど の た �  r、 をを
;。 閉場 ら 二 さ得
。本単 合 さ �  J けな
格な、けま�  よい

二、に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
巾
で
、
み
な
さ

ん
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
医
療
費

に
関
心
を
も
ち
、
医
療
費
節
約
の
工

夫
を
し
て
い
た
だ
き
、
ふ
え
つ
づ
け

る
医
療
貨
の
伸
び
を
少
し
で
も
お
さ

え
、
健
全
主
川
氏
健
康
保
険
制
度
を

u

節医
約療
の費
エ t二
夫関
を，心

を
も
ち

医
療
費

節
約
の
お
ね
が
い

0
0
0円
ち
か
い
医
療
費
節
約

~\ 

(¥ 

.的器おたで う 場
に具医いー
診し者む�  

合
を

!療かき の 五�  の
iを持んで�  O 
l受 つ はす�  O
iけ て聴。巴

ぞ
き

お
医
者
さ
ん
に
面
倒
を
か
け
る
ば
か

り
か
医
療
到
の
聞
で
も
パ
カ
に
な
り

ま
せ
ん
。

深
夜
や
休
日
に
診
療
を
、
つ
け
る
の

は
よ
く
よ
く
の
場
合
で
あ
る
こ
と
は

わ
か
り
ま
す
が
、
注
意
さ
え
し
て
い

れ
ば
こ
れ
を
き
け
る
こ
と
は
決
し
て

不
可
能
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

算 
)
、
休
日

(一

時
間
外

(-ニ
 

円
加
算
)
受
診
は
、

O
O

医療費改定のおもなもの
(単位円� )

い ま ま で1質 目 ょtLカ‘ら


〈医科〉
 470甲表� 320 
300再診料 乙表� 150 
50(乳幼児加:鈴)
 

f主J告料
 2A'mまで� 310 1500 

毎 2Am}JU f): l印 7ω 

5ω 処方せん料� 100 

検査料・手術科 現行の1.4	 j古� 

910 

入院時医?包・理!料� 1 -3カ月槌O 860 

3カ月以上� 610 190 I 

乙表� 550 1 -3カ月� 130 

3カ月以� l二� 660

室料�  550 700 

100(基準緩只ー加算) 

車合食料� 

80 

100550 

U Ji・単給食加算)� 200 250 

(特別食1m算) 2ω 150 

160 670
右横料� 

t会療所� 360 530 

〈歯科〉


例。
初診料� 

再診料� 

5ω 

120100 

J旨噂料 3ω 2∞ 
理学療法� 100 120 

処進料 現行の1.2j音

手術科・麻酔料 現行の1.4倍

歯冠修復 現行の¥.2{音� 

等
へ
出
か
け
て
診
察
し
て
も
ら
う
ほ

う
が
よ
い
の
で
す
。
往
診
は
必
要
や

む
を
得
な
い
と
き
に
限
る
べ
き
で
す
。

ん
の
ホ 

ム
グ
ラ
ン

ド
で
あ
る
病
院

l

一
治
療
よ
り
予
防
を

一
ふ
だ
ん
の
体
力
づ
く
り
は
?
一

病
気
に
な

っ
て
治
療
を
、
つ
け
る
よ

ま
た
、
深
夜

(一、

0
0
0円
加
算
)、

、
五 

円
加

O
O

な
い
と
、
と
か
く
健
康
に
無
関
心
で

す
ご
し
が
ち
で
す
。
そ
の
無
関
心
の

聞
に
病
気
は
ひ
そ
か
に
進
行
し
て
い

れ
ば
少
々
の
病
気
は
、
つ
け
つ
け
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
夜
ふ
か
し

を
や
め
る
。
②
同
地
眠
と
休
養
を
十
分

と
る
。
③
過
労
を
さ
け
る
。
④
偏
食

を
や
め
る
。
⑤
あ
ら
ゆ
る
食
物
を
ま

ん
べ
ん
な
く
と
る
。
⑥
適
度
の
運
動

を
す
る
ー
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

く
治
療
す
る
の
が
理
想
的
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
か
ら
だ
に

4

惑
い
と
こ
ろ
が

病
気
は
早
い
う
ち
に
発
見
し
、
早

早無
期関
発心
見の
、問

早に
期病
治気
療は

進
行

ふ
だ
ん
か
ら
体
力
が
充
実
し
て
い

る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
早
期
に
発
見
す
る
の
が
健

康
診
断
で
す
。

一
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、

一

一
す
べ
て
を
ま
か
せ
る
こ
と
一

か
か

っ
て
い
る
お
医
者
さ
ん
を
信

じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
。
ど
う
も
あ

の
お
医
者
さ
ん
の
や
る
こ
と
は
恥
に

お
ち
な
い
々
な
ど
と
疑
っ
て
い
た
ら

治
る
病
気
も
治
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
選
ん
だ
お
医
者
さ
ん
を
信

頼
し
、
す
べ
て
を
ま
か
せ
き
る
こ
と

で
す
。

そ
の
う
え
で
、
ど
う
し
て
も
や
り

か
た
に
納
得
で
き
る
い
占
…
が
あ
る
場

合
は
遠
慮
せ
ず
に
転
医
を
申
出
て
も

や
む
を
得
ま
せ
ん
。 

る
の
る
ら
、
ど
う
し
て
も
お
医
者
さ

り
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

i 甲安一主に国公立病院で採用している料金表� 

i 乙表ー主に開業医、組病院で採用している料金表

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民体育祭のご案内

MUS04
テキストボックス
勝浦祭のご案内



つ ら 第53号� (6)

H

P
RP

R

み
か
ん
の
女
王

H

H

¥J  

¥'--'" 

次
い
で
吉
野
忠
さ
ん
ら
生
産
農
家

代
表
五
人
が
「
徹
底
摘
果
の
推
進
と

町
観
光
協
会
(
会
長
・
堺
福

二

ら
推
せ
ん
さ
れ
た
町
内
の
娘
さ
ん
二

十
二
人
が
参
加
、
午
前
中
の
第

一
次

審
査
の
あ
と
午
後
か
ら
公
開
務
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
ン

ド
が
か
な
で

る
中
を
、
そ
ろ
い
の
カ
ス
り
で
二
十

二
人
が
勢
ぞ
ろ
い
。
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
創
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
と
声

援
の
連
続
。

審
査
に
は
県
商
工
観
光
課
長
ら
十

八
人
が
あ
た
り
、
女
王
に
つ
ぎ
の
か

た
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

女
王
た
ち
は
、
十
月
十
七
日
に
徳


島、

小
松
島
、
鳴
門
市
等

へ
観
光
み


か
ん
閣
の 

に
出
か
け
ま
し
た
。


今
後
に
お
い
て
も
、
県
外
市
場
な
ど


に
お
い
て
、
勝
浦
み
か
ん
の
紹
介
の


た
め
の
排
進 

に
ご
協
力
願
う
こ


と
に
な
り
ま
す
。


*
み
か
ん
女
王
丑
若
照
美
さ
ん 
(横
瀬
) 

*
準 

目
減
岱
子
さ
ん
(
坂
本 
)

出
制
花
徳
江
さ
ん
(
与
川
内 
) 

生
産
調
繁
」
「
制
度
資
金
の
償
還
期
限

延
長
と
利
子
補
給
」
「
果
汁
、
オ
レ
ン

ジ
の
輸
入
自
由
化
絶
対
阻
止
」
な
ど

の
決
意
を
表
明
し
た
あ
と
、
つ
室
、
の

決
議
文
を
満
場

一
致
で
探
択
し
ま
し

た
。

み
か
ん
危
機
突
破
に
関
す
る
決
議

わ
が
国
の
み
か
ん
産
業
は
、
昭
和

四
十
七
年
を
境
に
需
給
の
バ
ラ

ン
ス

が
崩
れ
、
本
年
産
み
か
ん
生
産
量
は
、

史
上
最
高
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
市
場
価

格
の
暴
落
は
必
歪
で
あ
り
、
諸
物
価

の
激
騰
と
と
も
に
、
み
か
ん
産
業
は
、

重
大
な
危
機
に
直
面
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
み
か
ん
農

家
の
死
活
問
題
に
発
展
す
る
深
刻
な

情
勢
に
か
ん
が
み
、
県
下
栄
樹
農
家

の
切
実
な
要
求
を
結
集
し
て
、

ω
生
産
農
家
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
、
生
産
調
撃
指
導
と
助
成
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。 

ω
価
格
安
定
制
度
の
充
実
強
化

ω
所
得
補
償
方
式
に
よ
る
果
樹
共

済
制
度
の
創
設

ω
不
適
地
み
か
ん
闘
を
対
象
に
減

反
政
策
の
推
進
と
転
作
補
助
の
実

現
間
制
度
資
金
の
償
還
期
限
長
期
延

長
と
利
子
補
給

制
オ
レ
ン
ジ
、
果
汁
の
輸
入
自
由

化
絶
対
阻
止

問
み
か
ん
の
消
費
対
策
と
輸
出
拡

大
措
置

等
の
実
現
を
国
な
ら
び
に
県
に
対

し
、
強
く
要
輔
附
す
る
も
の
で
あ
る
。

主
催
の 

選
食
会

が
十
月
十
三
日
、
住
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

県
み
か
ん
危
機
突
破

生
産
者
大
会
聞
か
れ
る

り
、
こ
の
重
大
な
事
態
に
対
処
し
よ

う
と
ひ
ら
か
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
は
生
産
者
代
表
ら
約
五
百

人
が
参
加
(
本
町
か
ら
は
百
五
十
人

が
参
加
)。
久
次
米
本
部
長
、
来
賓
と

し
て
の
県
知
事
ら
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
吉
野
忠
さ
ん
(
横
瀬
)
を
は
じ

め
生
産
農
家
代
表
四
人
が
決
意
表
明
。

次
い
で
図
、
燥
に
対
す
る
七
項
目
の

要
請
事
項
を
決
議
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
参
加
者
全
員
が
「
み
か

ん
危
機
突
破
」
の 

ハ
チ
巻
き 

を

H

し
め
て
参
加
。
ま
ず
久
次
米
本
部
長

が
「
す
で
に
暴
落
対
策
本
部
で
は
、

み
か
ん
産
業
の
将
来
の
た
め
に
、
緊

H

急
か
つ
恒
久
対
策
と
し
て
、
重
要
諸


項
目
を
か
か
げ
て
、
県
に
対
し
て
協


力
な
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。
し
か


し
、
生
産
過
剰
に
加
え
て
、
生
産
資


材
を
は
じ
め
と
す
る
異
常
な
諸
物
価


の
高
騰
の
現
況
下
で
は
今
後
予
想
さ


れ
る
窮
状
打
破
は
極
め
て
至
難
で
あ


る
。
こ
の
際
、
関
係
機
関
と
生
産
者


が
と
も
に
こ
の
重
大
時
局
を
認
識
し
、


国
な
ら
び
に
県
に
対
し
て
、
緊
急
か


っ
恒
久
的
対
策
を
強
く
要
摘
す
る
運


動
を
展
開
し
、
も
っ
て
み
か
ん
危
機


を
突
破
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
情


勢
報
告
の
あ
と
、
県
知
事
、
中
西
園


芸
蚕
糸
課
長
、
県
議
会
議
長
、
県
町


村
会
長
な
ど
の
力
強
い
激
励
の
あ
い


さ
つ
に
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
と
声

援
が
あ
り
ま
し
た
。 

県
み
か
ん
暴
落
対
策
本
部
(
久
次

米
健
太
郎
本
部
長
、
市
町
村
長
(
産

地
)
市
町
村
議
会

(産
地
)
農
業
協

同
組
合
(
産
地
)
な
ど
十

一
団
体
で

檎
成
)
は
、
十
月
二
十

一
日
午
後

一

時
半
か
ら
県
農
協
会
館
別
館
ホ
|
ル

で
「
県
み
か
ん
危
機
突
破
生
産
者
大

会
」
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
年
の
み
か
ん
の
生
産

量
の
著
し
い
伸
長
に
よ
り
需
給
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
価
格
は
暴
落
。
こ

の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
み
か
ん
生
産
者

の
不
安
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

写
真 
/
熱
っ
ぽ
い
ふ
ん
図
気
の
中
で

力
強
〈
決
意
表
明
す
る
生
産
者
代
表

こ
の
選
賞

ム 

は
、
み
か


ん
価
格
の
暴


落
に
対
応
す


る
た
め
、
貯


蔵
み
か
ん
の


本
場
、
勝
浦


町
の
み
か
ん


を
広
く
紹
介


し
、
消
費
拡


大
を
は
か
ろ


う
と
、
農
協
、


婦
人
会
な
ど


の
各
関
係
機


関
の
協
力
を


得
て
聞
か
れ


職
場
な
ど
か

E

*みかんの女王、きまる


*貯蔵みかんのPRに一役を

た
も
の
で
す
。

選
食
会
に
は
地
区

選ばれた。みかんの女王。

左から準女王 ・日浦さん・女王丑若さん

準女王・瀧花さん

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
緊急かつ恒久的対策を強く要請
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f ¥  

f ¥  

つ

今月も秋晴れの 臼が多くなりますが，これは大

陸の移動性高気圧がさらに発達し，その進行速度

がしだいにゆっくりとなるためです いわゆる日免

秋の候で本格的なみかんの採収納に入り 年中

で最も忙しい農繁期です。

柑橘(早生温州の完熟

普通温州の着色開始，根� 

の伸長停止

・収穫前の薬剤散布� 

O収穫の10-20目前に石

灰イオウ合剤� 100倍液を� 2 

-3回散布し，貯蔵カの増

進と外観的品質向上をはか

ってください。� 

O ダニ類発生園ではアゾ

倍，ダニ000，11]マイト乳剤� 

トyプ乳剤� 1，000倍液の

またはス?イト宇L斉1]1，5001音

液ド|ずれかを散布してくだ

きし、。� 

O貯蔵病害のあおかび，

みどりかぴ病等の予防には

000，31]水和斉Mトップジン� 

倍またはベンレート水和剤� 

6，000倍液を散布してくださし、。

※トップジンMは収機前

日まで，ベンレートは収穫� 

7目前までに散布を終らせ

てください。

※殺ダニ剤，貯蔵病害防

除剤等はいずれもイオウ合

剤との混用は可能でありま

すが，三種混用はしないよ

うにしてく� fごきし、。

・秋肥の施周

本年の樹勢回復と来春の

発 手開花等をよくするた

め，必ず中旬までに地用す

るようにしてくだきい。系

統別の施用量はつぎのとお

りです。� 
(単位lilOa当り成分勾)

・普通温州の収穫� 

i 長期貯蔵用果実は優先的� 

に先取りするのが理想です� 

i が，昨今の労働事情からし

てこのような手聞のかかる

ことはできにくいので¥出� 

荷時に十分選別のできるよ� 

; うに心がけてくださし、。

j 国主は，採取従事者に貯� iです。過熱になると浮皮な� 00匂前後とし，入れすぎな� 

!蔵販売の重要性とみかん

i採取時の注意点を十分説明� 

してください。

み
か
ん
本
格
的
な
採
収
期
で
す

*
長
期
貯
蔵
す
る
に
は
十
分
な
着
色
を

! 一般的合注意事項はつぎ� o乾燥しやすい上部，窓

jのとおりです。� !ぎわ，入口等はあとまわし

o採取作業はできるだけ! とし，乾きにくい場所か ら

!果実に体を近づけ，安定し: 先に入庫してくださし、。� 

!た姿勢で行ってください。� o小玉果は乾きにくい場

o長期貯蔵に適するのは� i 所，大玉果は乾きやすい場

7分着色以上の充実した果� i 所へ配分してください。� 

:笑であり，完全着色が理想 o入庫量は� 2m'あたり� 8

!どにより貯蔵カが劣ります。; いようにしてください。

o手袋を着用し，よく切� o貯蔵予措はできるだけ

!れるハサミを使用してくだ i短期間�  (10-15日)に果実

さい。 ; 重量の� 3-4%の水分を発� 

0枯枝や軸長果を収機ヵ! 散させてください。

コ1こ混入しないようにして� 

ください。

O業をできるだけ落さな� 

いようにしてください。� 

0果実はていねいに扱い

洛したみかんや傷果は必ず� 

別に区分してください。� 

O竹製の採取カゴを利用� 

するときは必ず厚自の布で� 

内張りをしてください。

0雨あがりや露のあると� 

きは収穫しないようにして� 

ください。

oi.昆植の場合は品種，系� 

統別に収穫してくだきい。� 

0果実の運搬は 8分荷で! 副業作物と家庭葉慣の管理

行ってください。 水田の裏作利用の副業作

貯蔵みかんの選別と入庫� i物を栽培している1農家は，� 

O選別は� 1番もの(秀-- j 指導要領軍事にもとづき行 つ

優品)，� 2番もの(良品 )，� iてください。

原料にていねいに分けてく� ! また家庭菜閣の病害には

ださい。 ジネプ剤� 500倍液を，虫筈� 

O長期貯蔵用果実はM級; のアオムシ，ハスモンヨト

以上の充実したものとし ウ，コナカ，� (約 l側で、緑色� 

S級以下や浮皮果は早出し� !の幼虫でスカシ状に葉を食

用か短期貯蔵用としてくだ� i害する。)には DDVP 1，0 

きい。� 00倍液を散布してください。� 

o貯蔵中の温度は� 3-5

: 度� C，関係湿度は80-85% 

i前後とする 。

I ※M級呆とは果実の横縫� 

が61-66-のものです。

j 落葉果樹(苗木の植付期)

i 苗木が手元に到着すれば� 

i 直ちに楠付けてくださし、。

i 植穴には石灰，苦土， リン

サン肥料等を投入し，土と� 

!よく混和して細根をよく伸

!ばし，植付けをしてくださ

、。か ん 水 を 行 い，f也上�  

40-5ω情でせん定してくだ

iきい。� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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昭和49年11月1日 カ為

十
一
月
一
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
さ

れ
ま
し
た
が
、
立
川
休
猟
区
お
よ
び

鶴
林
寺
鳥
獣
保
議
区
に
つ
い
て
は
、

鳥
獣
保
護
の
区
域
と
し
て
狩
猟
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
き
ま
す
と
、
本
町
基
幹
産
業

で
あ
る
み
か
ん
に
甚
大
な
被
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

猟
友
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
鳥
獣
に

よ
る
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

知
事
の
特
別
許
可
を
う
け
、
全
町
に

六
班
(
七
十
人
)
の
駆
除
班
を
編
成
し

ま
し
た
。
一
日
か
ら
「
カ
ラ
ス
、
ヒ

ヨ
ド
リ
」
を
主
と
し
た
有
害
鳥
獣
の

駆
除
に
あ
た

っ
て
お
り
ま
す
。

休
猟
区
お
よ
び
保
護
区
は
狩
猟
が

買います

幾作物の被害を守るため，県

および町の補助金で駆除を行っ

ています。つぎにより買上げま

すので，野うさぎ，はくぴしん

猟
友
会
駆
除
班
を
編
成

烏
を1滋

考政;
っr~j{;

の、しっぽ、、を産業課までご持

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
班
長

を
は
じ
め
班
員
は
慎
重
に
狩
猟
に
従

事
し
ま
す
が
、
関
係
地
域
の
み
な
さ

ん
に
は
十
分
ご
注
意
い
た
だ
き
、
事

故
が
発
生
し
な
い
よ
う
何
分
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
禁
止
区
域
内
だ
け
で
な
く

金
町
的
に
も
駆
除
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

産
業
譲

参ください。� 

-野うさぎ 100円� 

ぺ~も保ン 
-はくぴしん� 

1ilJj 600円� 

¥J 

康
を
増
進
し
、
そ
の
生
活
を
明
朗
に

し
て
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
大
と
あ
わ

せ
て
競
技
力
の

一
層
の
充
実
強
化
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。 試

合
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
�
 

一
封
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ぞ
れ
凶
浜
会
長
か
ら
賞
状
お
よ
び
金

準
優
勝
の
堺
屋
製
材
チ
|
ム
に
そ
れ

優
勝
さ
れ
た
加
工
農
協
チ
�
 ム、
l

勝
中
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
照
明
施
設
で

町
内
の
職
場
団
体
二
十
五
チ

1
ム
が

参
加
し
、
職
場
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
育
祭
は
、
広
く
県
民
の
聞

島
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

加

工

農

協

チ

�

 
l

ム

優

勝

職
場
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

に
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
は
か
り
、
健

九
月
十
八
日
か
ら
十
月
六
日
の
問
、

県
体
育
祭
が
十
月
六
日
�
 
(
臼
)に
徳

県
体
育
祭
に
勝
浦
体
協
出
場

* 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
第
3
位

エ
0. 

.. 
9 

f品力日ぎ
の
競
技
に
参
加
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
第
三
位
を
獲

得
し
ま
し
た
。

ー
ル
�
 V
軟
式
野
球
�
 

(
男
女
 )
V
剣
道

ケ
ソ
ト
ボ
ー
ル

参
加
し
た
種
目

勝
浦
体
協
も
、
郡
代
表
と
し
て
つ

、
、~

V
陸
上

V V
テ
ニ
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

V
ソ
フ
ト
ボ

V
パ
ス

か
い
で
カ
メ
ラ
を
買

っ
て
寄
附
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
あ

り
が
と
う
、
大
切
に
使
い
ま
す
。

く
だ
さ

い
�
 と
た
め
て
い
た
お
こ
づ

U

こ
の
人
は
横
瀬
の
吉
野
小
平
き
ん

勝
浦
病
院
、
勝
浦
第
二
長
寿
会
へ

初
万
円
贈
ら
れ
る

で
、
先
般
母
堂
ヨ
シ
エ
さ
ん
(
富
重
・

九
歳
)
が
亡
く
な
ら
れ
、
香
典
返
し

に
か
え
て
、
勝
浦
病
院

へ
設
備
充
実

資
金
と
し
て
、
ま
た
勝
浦
第
二
長
寿

会
(
会
長

・
大
山
巌
、
会
員
百
二
十

五
人
)
に
活
動
費
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

十
万
円
を
寄
贈
き
れ
ま
し
た
。
紙
上

を
も

っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

。
あ
り
が
と
う
田
中
君
。

生
比
奈
に
カ
メ
ラ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト


保
育
所


さ
る
十
月

一
日
未
明
、
生
比
奈
保

育
所
の
職
員
室
に
窓
ガ
ラ
ス
を
破

っ

て
賊
が
侵
入
し
、
児
童
の
記
録
を
撮

影
し
て
い
た
カ
メ
ラ
が
淡
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
知

っ
た
山
西
地
区
の
田

中
洋
君
�
 (勝
中

一
年
)
か
ら
「
か
わ

い
い
妹
や
弟
が
か
わ
い
そ
う
、
こ
れ

か
ら
も
記
録
写
真
を
と
っ
て
綴

っ
て

住
民
福
祉
課

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みかんを鳥獣の被害から守ろう

MUS04
テキストボックス
野うさぎはくびしん

MUS04
テキストボックス
体協だより
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算計

円

額の

万
ω

除

一

四

位

年

万

得

お

∞

所

×
職

円
退

万

=
@
@


，，
�
 

ze

@
@
@
 

r
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行す九
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i
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l

4174品50rs

勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額
に
な
り
ま
す

金
で
も
あ
る
の
で
、
税
金
も
軽
い
負

担
で
す
む
よ
う
に
、
他
の
所
得
と
分

離
し
て
所
得
税
を
計
算
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

退
職
金
の
税
金
は
、
退
職
金
か
ら
、

そ
の
人
の
勤
続
年
数
に
応
じ
て
計
算

し
た
退
職
所
得
控
除
額
を
差
引
き
、

そ
の
残
額
の
二
分
の
一
の
退
職
所
得

に
対
し
て
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

退
職
所
得
控
除
額
は
、
勤
続
年
数

二
年
未
満
の
端
数
は
切
上
げ
)
が

二
十
年
ま
で
の
場
合
は
‘
二
十
万
円
に

退
職
金
は
、
長
い
間
働
い
た
慰
労

l ∞o万円� 1，∞0万円=0
f;li聴金) (退職所得控除額、

Aさん

勤続34年� 3か月 勤続35年で1，0∞万円

退織金1，000万円 までは所得税がかかり

ません。� 

資
 

が
、
そ
の
額
が
四
十
万
円
未
満
の
と

き
は
四
十
万
円
と
し
ま
す
。

ま
た
、
勤
続
年
数
が
二
十
年
を
超

え
る
場
合
は
、
四
十
万
円
に
勤
続
年

数
を
乗
じ
た
額
か
ら
四
百
万
円
を
控

除
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
在
職
中
の
け
が
な
ど

で
障
害
者
に
な
っ
た
の
が
原
因
で
退

職
し
た
場
合
な
ど
は
、
さ
ら
に
百
万

円
が
加
え
ら
れ
た
も
の
が
退
職
所
得

控
除
額
に
な
り
ま
す
。

退
職
所
得
に
対
す
る
税
額
に
つ
い

て
は
、
も
よ
り
の
税
務
箸
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

Bきん 60万円×を=30万円� 

勤続20年 4か月 30万円に対する税額� 3万円� 

退職金5∞万円� 

|Bさんの税金は� 3万円です� |

，

、

『

算

円
計

万

の

削

額
「

除

年

控

幻
退
�
 ω
z

得

×

同

一
附
円
万

機

万

�

 ω

一彦警I 

(.'1f{コ� 却j税制� 

す。

青
少
年
の
健
全
育
成
を
一
層
強
化

苦
情
や
相
談
を

非
行
防
止
に
か
子
ど
も
を
守
る
庖
。
を
指
定

消
費
生
活
相
談
所
の

連
絡
員
さ
ん
き
ま
る

町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た

に
購
入
し
た
と
き
⑤
そ
の
他
、
非
行

ち
の
非
行
防
止
の
た
め
「
子
ど
も
を

と
考
え
ら
れ
る
行
為
の
あ
っ
た
と
き

き
る
十
月
二
目
、
つ
ぎ
の
か
た
が

守
る
庖
」
を
指
定
し
、
青
少
年
の
健

去
ど
の
不
審
が
あ
る
場
合
に
、
学
校

昭
和
四
十
九
年
度
の
連
絡
員
に
委
鳴

全
育
成
を
一
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
な

ま
た
は
教
育
委
員
会
へ
お
し
ら
せ
願

き
れ
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
生
活
上
の
苦
情
や
相
談
は
、

こ
れ
は
、
年
を
お
っ
て
増
加
す
る

ご
承
知
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち

連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
お
申
出
く
だ

青
少
年
非
行
問
題
が
本
町
に
も
波
及

の
健
全
な
成
長
は
子
ど
も
自
身
の
幸

去
、
い
。

し
て
く
る
こ
と
に
対
処
し
た
も
の
で
、

福
だ
け
で
な
く
、
明
る
く
楽
し
い
町

中
西
チ
ズ
ミ
(
久
国
)

教
育
関
係
機
関
、
団
体
の
連
携
強
化

づ
く
り
の
土
台
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

花

園

究

(

与

川
内
)

等
、
一
連
の
施
策
の
中
の
一
つ
と
し

し
て
、
こ
の
課
題
は
金
町
民
の
カ
を

津
野
キ
ク
ヱ
(
坂
本
)

て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

集
め
て
は
じ
め
て
解
決
さ
れ
る
も
の

大

岡

晴

子

(

山

西

)

で
あ
り
ま
す
。
も
し
、
問
題
の
子
ど

田
中
サ
、
ヱ
(
今
山
)

こ
の
「
子
ど
も
を
守
る
庖
」
で
は
、

も
が
あ
れ
ば
、
早
く
見
つ
け
、
早
く

手
塚
百
合
子
(
生
名
)

①
子
ど
も
が
不
相
応
な
お
金
を
も
っ

指
導
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で

大
島
サ
ダ
コ
(
石
原
)

て
い
た
り
、
不
相
応
な
買
物
を
し
た

す。

中

井

清

子

(

沼

江

)

と
き
②
む
や
み
に
人
に
お
ご
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
全
町
民

稲

井

成

美

(

掛

谷

)

り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
ら
し
く
な
い

が
明
る
く
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
町

港

内

光

子

(

山

西
)

お
金
の
使
い
か
た
を
し
た
と
き
③

民
の
み
な
さ
ん
の
心
か
ら
の
ご
協
力

西
谷
ミ
ヨ
子
(
今
山
)

万
引
な
ど
不
正
な
ニ
と
を
し
た
と
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

岸
野
ハ
ツ
ヱ
(
黒
岩
)

④
ポ
ン
ド
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
を
多

教
育
委
員
会

滝
本
千
珠
子
(
中
角
)

今月から

西

尾

勝

子

(

星

谷

)

ゴミとガラス類の

平
井
シ
ズ
校
(
生
名
)


岩
本
フ
サ
ヱ
(
生
名
)


井

内

穂

子

(

久

国

)


収集日がふえま し た

*コ.

昨蔀

節
子

(棚

野

�

 )


竹
田
イ
ソ
コ
(
立
川
)


定

作

正

子

(

中

山

)


毎週火 ・土曜百の� 2回

術 史fラス ・どン

樫
木
千
代
子
(
横
瀬
)

毎月第� 1・第� 3日曜日の� 2回

山
本
フ
ク
ヱ

(与
川
内
)

新
居
ア
サ
コ
(
坂
本
)

*注意事項(必ず守ってください。)� 

-収集日の午前 8時までに指定

場所に出してください。

・7fラス， ピンの中に金属類は

ぜったいに混入しないように

してくだ「さし、。

.'¥ 

退
職
金
と
税
金
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昭和49年11月 1日� カミ ザコ

お
誕
生
お
め
で
と
う

東
条
義
雄

杉

田

健

谷
端
元
次

岡

照

啓

上
村
正
賓

演

良

昭

森

本

守

堺

英

二

平
白
田
豊

まして回収を終わりました。紙

上

酋

術

上をも って厚 くお礼申し上げま

す。

現在，調査の集計中でごFい

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ますが， まとまり次第にご報告

¥J  きせていたた'く予定にしており

ヘ

棚

野 

森

下

恵

ます。

徳
島
市

長
谷
川
明
子

勝浦町同和教育推進協議会

「

久

国 

岡

本

孝

敏

三

渓

日
下
ひ
ろ
子

「三

渓

今

川

善

博

戸沼

江 

官問
機
初
恋

お
く
や
み
申
し
ま
す

山

西

ヌ

イ 

(
花
オ 
)

高
木
キ
ヌ
ヱ 

(η
オ
)

上
平
政
太
郎 

(
位
オ 
)

唐
渡
シ
ズ
ヱ 

(
河
オ 
)

庚
松
政
次
(
臼
オ
)

新

居

ハ

ル 

(
部
オ 
)

吉
野
ヨ
シ
ヱ
(
九
オ
)

竹
林
タ
メ
ノ 

(
臼
オ 
)

河

野

満

夫 

(
日
オ 
)

棚生 三 坂棚星坂生 三
f

三 坂棚 三 棚沼棚生星生... ... 
野名 渓本野谷本名 渓

f
淡本野渓野江野名谷名

長長二長長二長長三二
女 女 男 男 男 男 男 男 男 女

麻美祐真直栄秀大博広
理幸介未樹治典輔文 子

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
①
信
用
あ
る
メ

ー
カ
ー
の
も
の
で
あ
る
こ
と
②
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
庖
で
あ
る
こ

と
③
自
分
の
家
庭
、
家
族
の
大
き
さ

に
合

っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
④
カ
タ

ロ
グ
を
よ
く
見
て
品
物
の
特
徴
を
よ

く
知
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

電
気
コ
タ
ツ

電
気
コ
タ
ツ
の
寿

命
は
五
年
か
ら
七
年
ぐ
ら
い
で
、
コ

タ
ツ
に
サ
ー
モ
ス
タ
ソ
ト
が

つ
い
て

い
る
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
買

っ
た

あ
と
も
コ
タ
ツ
の
中
の
暖
か

い
空
気

が
外
に
で
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な

ど
の
こ
ま
か
い
注
意
で
電
気
料
も
安

く
な
り
ま
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
部
屋
の
大
き
き

に
合
っ
た
も
の
で
、
と
く
に
安
全
性

の
あ
る
も
の
。
買
う
と
き
は
、
必
ず

テ
ス
ト
を
し
て
泊
モ
レ
や
不
完
全
で

な
い
も
の
を
買
い
ま
し
ょ
う
。

か
し
こ
い
消
費
者
に
な
る
た
め
の

ご
相
談
は
、
消
費
生
活
相
談
所 

(文

瞥
広
報
課
内
)
で
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご協力ありがとう� 

10月 1日から 15日ま での間，

「同和問題意識調査」を実施し

ましたところ，取り入れやお祭

り等が重な って非常にご多忙の

時期にもかかわりませず，町民

のみなさんの多大のご協力を得

具か、�  I にら
らよ

全勝〈

二匹、ι
宣之さき

宅島

消費右
、実

ス台
般入見 ーー ト冬

的して |を
なま 、い選あま者しいく貿布ブ迎
寅し試 。ぴるずとこまないなやえ
い よ し 暖 <}苫信しいする物ど電て
物うて房だを 用 て 消 。とがの気
の 、 器 さおの、資か恩多お毛�  H愛

器ては�  •••• めか
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暖房器具
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消費者コーナー

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
同和問題意識調査ご協力ありがとう




